
学校番号 1204 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 (2)単位 年次 2 年次 

使用教科書 高等学校新編国語総合 （第一学習社） 

副教材等 三回書き込み式標準漢字演習（とうほう出版）カラー版新国語便覧(第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

2 年生では、1 年次の学習を踏まえて、さらに幅広く発展的な漢字と語彙、古典の知識を身につけ

ます。物語、評論、随想から詩・俳句・短歌、新聞記事まで幅広い文章や韻文、古文を読む力をつ

けて欲しいと考えています。宿題(漢字ワーク・語句の意味調べ・内容理解プリント・古典文法プ

リントなど)は授業のベースとなる作業ですのできちんと取り組みましょう。授業についてはしっ

かりと説明を聞き指示に従ってください。授業内容が理解できたかどうかは発問に対する応答と提

出物、定期テストで判断します。わからないことは、積極的に質問してください。 

 

２ 学習の到達目標 

【現代文】 

・文章の内容を自らの体験に引き付けて、正確に理解する。 

・文章の行間を読む能力を高め、思考力・判断力を養う。 

・課題やテーマに対する自分の考えをまとめ、発表する。 

【古典・漢文】 

・優れた古典の文章に触れることで、日本や中国の伝統と文化に対する理解を深める。 

・文学史の流れを整理し、時代背景と合わせて理解する。 

・言葉の成り立ちや生活における慣習が生まれた背景について説明し、感性を磨く。 

・ものの見方、感じ方、考え方を広げ、思考力、想像力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

【現代文】 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・   

聞く能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・授業を集中し

て聞き、積極

的に課題へ

取り組み、現

代文につい

て自ら学ぶ

意欲がある。 

・作品の内容に

合わせた発表

ができる。 

・作品の感想や意

見を書くこと

ができる。 

・作品（和歌等）

を創作できる。 

・正確に音読でき

る。 

・作品の表現に即

して心情を理

解できる。 

・筆者の主張や意

見を論理的に

理解できる。 

 

・漢字検定 3～準

2 級程度の読

み書きできる。 

・現代文を理解す

るために必要

な語句や文学

史の知識を把

握し、身につけ

られる。 

評
価
方
法 

・行動の観察

(授業中の態

度や発言な

ど) 

・提出物の点検 

・行動の観察(授

業中の発言や発

表など) 

・提出物の点検 ・行動の観察(授業

中の態度や発言

など) 

・提出物の点検 

・定期考査 

・行動の観察(授

業中の態度や発

言など) 

・提出物の点検 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



【古典・漢文】 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・   

聞く能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・言語文化や伝

統に対する関

心を深め、言

葉 を 大 切 に

し、進んで古

典に親しもう

とする。 

  ・歴史的仮名遣 

いや昔の字体

を理解し、正確

に音読するこ

とができる。 

・漢文を性格に訓

読することが

できる。 

・古典に表れた思

想や感情を的

確に読み取る

ことができる。 

・古典の理解に

役立てるため

の音声、文法、

表記、語句、

語彙、漢字な

どを理解し、

知識を身につ

けている。 

・文学史の系統

だった知識が

身についてい

る。 

評
価
方
法 

・行動の観察(授

業中の態度や

発言など) 

  ・行動の観察(授業

中の態度や発言

など) 

・提出物の点検 

・定期考査 

・行動の観察(授

業中の態度や

発言など) 

・提出物の点検 

・小テスト  

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

1 小
説
を
読
む 

「羅生門」 

・近代の代表的な小説を読ん

で読解力を養う。 

・登場人物の性格、心理、行

動を的確に読み取る。 

○ ○  ○ ○ a:教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

b:作者や他の作品について

知っていることを発表し、

自分なりの感想を持つと

ともに他者の意見も真摯

に理解しようとしている。 

d:小説の舞台について把握

し、下人の考えが老婆によ

ってどう変化したかを理

解している。 

e:全文を正しく音読し、漢字

や語句の意味を理解して

いる。 

 

行動の観察 

提出物 

定期考査 



学
期 

単
元
名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点  

単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 
a b c d e 

1 随
想
を
読
む 

「人はなぜ仕事をするのか」 

・論理的要素を持つ随想を的

確に理解する。 

・仕事をすることの意味につ

いて主体的に考え、話し合

う。 

○  ○ ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

c:仕事をすることの意味に

ついて自分の身に引きつ

けて考え、意見が書ける。 

d:論理的な文章の構成を理

解している。 

e:全文を正しく音読し、漢字

や語句の意味を理解して

いる。 

行動の観察 

提出物 

定期考査 

     

     

1 俳
句
を
読
む 

手毬歌 

・俳句の理解力や鑑賞法を身

につける。 

・感受性を磨く。 

○   ○  a:教材に興味・関心を持ち、

語句の意味等を授業中に

調べ、作品の鑑賞に努めて

いる。 

d:リズムに注意し音読して

いる。 

行動の観察 

提出物 

定期考査 

1 古
典
を
読
む 

「竹取物語」 

・昔話としてなじみのある作品

を読み、古典に親しむ。 

・登場人物の行動、心情を把

握する。 

○   ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

d:内容を展開に即して理解

している。 

e:全文を正しく音読し、古語

の意味を理解している。 

 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期考査 

1 古
典
を
読
む 

「伊勢物語」 

・歌物語を読んで、古文に親

しむ。 

・登場人物の心情や行動を理

解する。 

・和歌の役割を理解する。 

○   ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

d:内容を展開に即して理解

している。 

e:歌物語の特徴を理解する

とともに、全文を正しく音

読し、古語の意味を理解し

ている。 

 

 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期考査 



学
期 

 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

２ 

 

童
話
を
読
む 

「よだかの星」 

・童話的な作品の鑑賞のしか

たを身につける。 

・生きることに対する思いを深

めて話し合う。 

○ ○  ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

b:作者や他の作品について

知っていることを発表で

きる。 

d:作品の主題や物語の展開、

情景描写を的確にとらえ、

比喩表現のおもしろさを

理解している。 

e:全文を正しく音読し、漢字

や語句の意味を理解して

いる。 

 

行動の観察 

提出物 

定期考査 

2 評
論
文
を
読
む 

「イースター島になぜ森がな

いのか」 

・評論の読解方法を身につけ

る。 

・生態系や自然破壊について

認識を深める。 

○  ○ ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

c:自然保護に関心を持ち、日

常生活を書き出せる。 

d: 論理的な文章展開の型を

把握し、筆者の主張や問題

の捉え方を理解している。 

d:全文を正しく音読し、難語

や慣用句を理解している。 

 

行動の観察 

提出物 

定期考査 

2 古
典
の
随
筆
を
読
む
。 

「枕草子」「徒然草」 

・随想を読んで、人間・社会

などに対する作者の思想や

感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に

即して的確に捉える。 

○   ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

d:随筆に接し、内容について

構成や展開に即して理解

している。 

e:作品について文学史上の

基本的な知識を持ち、全文

を正しく音読し、古語の意

味を理解している。 

 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期考査 



学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

3 小
説
を
読
む 

「鉄道員
ぽ っ ぽ や

」 

・長めの現代小説を読んで、

読解力を身につける。 

・登場人物の性格・心理・行

動を的確に読み取る。 

○ ○ ○ ○ ○ a: 教材に興味・関心を持ち、

語句の読み方や意味を事

前に調べ、理解に努めてい

る。 

b:作者や他の作品について

調べ、発表できる。 

c:小説の舞台の時代や状況

についてノートやワーク

シートにまとめている。 

d:方言の効果について理解

している。 

e:全文を正しく音読し、漢字

や語句の意味、それに加えて

難語や慣用句を理解してい

る。 

 

行動の観察 

提出物 

定期考査 

3 

漢

文

の

基

礎 

漢文入門 

・漢文に親しみを持つ。 

・漢文の構造を理解し、訓読

のきまり、書き下し文のきまり

を習得する。 

   ○ ○ d:訓点に従って声にだして

漢文を読む。 

e:返り点、送り仮名のつけか

たを理解し訓読文を書き

下し文に書き直せる。 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期考査 

  

3 

 
故事成語 

・漢文訓読の基礎事項を確認

する。 

・故事成語のもとになった話

の内容を捉えた上で現在使

われている意味について理

解する。 

   ○ ○ d:故事成語のできた背景を

理解しようとしている。 

e:返り点、送り仮名のつけか

たを理解し訓読文を書き

下し文に書き直し、故事成

語の現在の意味について

理解している。 

 

行動の観察 

提出物 

小テスト 

定期考査 

  

表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 


